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3 2012 年版鋼船規則及 び 関連 検査 要領 等 に お け る改 正 点 の 解 説

4． 船舶安全管理 シ ス テ ム規則及 び船舶保安シ ス テ ム 規則に お け る 改正点 の解説

　　　　　　　　　　　　　 （証書の 有効期間の 延長）

1．は じめ に

　2011 年 11月 1 日付
一

部改正 に よ り改正 さ れ て い る 船 舶

安全 管理 シ ス テ ム 規則及び船 舶保 安 シ ス テ ム 規 則 （外 国 籍

船舶用 ）中，証 書の 有効期 間 の 延長 に関する 事項 に つ い て ，

そ の 内容 を解 説 す る。な お
， 本改正 は

，
2011 年 11 月 1 口

か ら適 用 され て い る 。

及 び ISPS コ
ー

ドA 部 19．3，4項 で は
， そ れ ぞ れ証書 の 有効

期 間満了 日まで に新 た に証書を発行 で きない 場合に は，証

書 の 裏書 欄 に 署 名を する こ と に よ り5 ヶ 月の 有効期間の 延

長が 認 め られ る 旨規定 され て い る た め，こ れ に 基 づ き関連

規定 を改 め た 。

3．改正 の 内容

2．改正 の 背景

　本会 で は，国際安全 管理 （ISM ）審査 及び 国際 船 舶 港 湾

施設保安 （ISPS ）審 査 に お い て ，更 新 審 査 完 了 の 際 は ，

IACS 手順 要件 No．9 の 3．1．4項 に基 づ き短期証 書 を発行す る

取扱い と して い た．J こ れ に対 し，　 ISM コ
ードB 部 13．13項

　外 国籍 船 舶 に お け る ISM 審査及 び ISPS 審査 の 更新審査

完了 時 に，証 書 の 有効期 間満 ゴ凵ま で に 新 た に 証書 を発行

で きな い 場合 は ，証書 の 有効期間 を 5 ヶ 月延長す る こ とが

で きる 旨，船舶安全 管理 シ ス テ ム 規則 2，3，2−5，及 び船 舶 保 安

シ ス テ ム 規則 2．3．3−2．に 追 加 した。

　　5． 事業所承認規則 における改正点の解説

（救命艇，進水 装置及 び負荷離脱装置の 整備事業所）

1．は じめ に

　2011 年 6 月 30 口付
一部 改 正 に よ り改正 さ れ て い る 事業

所承認規則 （外国籍船舶用）巾，救命艇，進水装置及 び負

荷離脱装 置 の 整 備 事 業所 に 関 する 事項 に つ い て ，そ の 内容

を解説 す る。な お，本 改正 は 2011 年 6 月 30 目 か ら適 用 さ

れ て い る。

2．改正 の 背景

　救命艇，進水装置及 び負荷離脱装 置 の 保守 ， 試験及 び点

検 に つ い て は，SOLAS 条 約 第 III章第 20 班則 に 基づ き，

IMO 指針 MSC ，1／Circ．1206／Rev ．1 及 び IMO 暫定 勧 1−

MSC ．1／Circ．1277に従い
， 主管庁 に 承認 さ れ た整備事業所

で 実施する こ とが 推奨 され て い る 。 ま た，
一

部 の 整備事業

所 か ら も本会の 事業所承認 を取得 した い 旨 の 要 望 を受 け て

い る こ とか ら
，

’「1該装置等の 的確 な保 守，試験及 び点検 を

行 う整備事業所 に 関す る要件 を，MSC ．1／Circ．1206／Rev，1

及 び MSC ．1／Circ．1277 を参考 に定 め た。

3．改正 の内容

　改 正 点 は 以 下 の とお りとな っ て い る。

（1）規則 3編 1章 1．1．1−1．（8）にお い て，事業所承認規則 に

　　基 づ くサ
ービス の 提供事業所 と して ，救命艇，進水装

　　置及 び負荷離脱装置 の 整 備事業 所 を 追 加 した。また，

　　規則 3 編 10章 に お い て ，当該整備事業所の 承 認 要 件 を

　　新 た に 規定 した 。

（2）規則 3 編 10章 10．2．1 に お い て ，IMO 　MSC ，1／Circ．

　　1206／Rev．1及 び Circ．1277 に 基づ き，救命艇 ， 進水装

　　置 及 び負 荷 離 脱 装 置 の 整備事業所 に あっ て は，当該装

　　置等の 整備手順 （整備の 準備 を含 む），整備 中 に発 見 さ

　　れ た欠陥 の 記録手順 ，整 備 結 果 の 本 会検 査 員へ の 幸艮告

　　手順，本会検査 員 に よ る 検証 手順 及 び 整備記録書の 発

　　行手順 につ い て文書化 され た作業手順書 を作成 し なけ

　　れ ば な らな い 旨規 定 した。

（3）規 則 3編 1  章 10．3．1−1．に お い て ，IMO 　MSC ．1／Circ，

　　1206／Rev．1及 び Circ，1277 に 基 づ き，救命艇，進 水装

　　置 及 び 負荷離脱装置の 整備 を実 施 す る技術 者及 び そ の

　　監督者に あ っ て は，当 該 装 置等 の 構造，整備手順，使

　　用す る装置 の 操作方法 ，最 新 の SOIAS 条約／LSA コ ー

　　ド，本 会 規 則 要 件，各国政府 の 特別要件及 び IMO

　　MSC ．1／Circ，1206／Rev．1 に 基づ く適合声明書の 発行手

　　順 に 関 し，十 分 な 知識 を有する 者で なけれ ば な ら な い

　　旨規定した。

（4）規 則 3編 10章 10，3，1−2．に お い て ，IMO 　MSC ．1／Circ．

　　1206／Rev ．1 及 び Circ．1277 に基 づ き，規 則 3 編 1章

　　1．2．2 に 定め る教 育 ・訓 練 手順 書に は
， 当該装置等 の 構

　　造，整 備 手 順 ，使 用 す る 装置 の 操作方法，最新 の

　　SOLAS 条約／LSA コ ード，本会規則要件 ， 各国政 府 の

　　特別要件 及 び IMO 　MSC ，1／Circ．1206／Rev．1 に基づ く適

　　合声明 書の 発行手順 に関 す る 知識 を習得す る た め の 手
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